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序　　文

歴史都市京都は、平安京建設以来の永くそして由緒ある歴史を蓄積しており、さらに

平安京以前に遡るはるかなむかしの、貴重な文化財も今なお多く地下に埋もれています。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、昭和 51 年（1976）設立以来、これまでに市内

に点在する数多くの遺跡の発掘調査を実施し、地中に埋もれていた京都の過去の姿を多

く明らかにしてきました。

これらの調査成果は現地説明会、京都市考古資料館での展示、写真展あるいはホーム

ページを通じて広く公開し、市民の皆様に京都の歴史に対し、関心を深めていただける

よう努めております。

このたび、建物建設に伴う平安京跡の発掘調査成果をここに報告いたします。本報告

書の内容につきまして御意見、御批評をお聞かせいただけますようお願い申し上げます。

末尾ではありますが、当遺跡の調査に際して御協力ならびに御支援たまわりました関

係各位に厚く感謝し、御礼申し上げます。

平成 21年 10月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢
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平安京右京三条三坊三町跡

１．調査経過
今回の調査は、島津製作所Ｅ 10号館新築工事に伴う発掘調査である。島津製作所敷地内ではこ

れまでにもたびたび遺跡調査が行われており、今回の発掘調査は当研究所が実施する 10次調査と

なる。

調査地は平安京跡にあたっており、周辺の調

査でも多数の遺構が見つかっていることから、

京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保

護課（以下「文化財保護課」という。）が試掘調

査を実施したところ、古墳時代・平安時代の遺

跡が残っていることが確認された。これを受け

て文化財保護課は島津製作所に対して埋蔵文化

財発掘調査の指導を行い、財団法人京都市埋蔵

文化財研究所が委託を受け、発掘調査を実施す

ることとなった。

調査区は文化財保護課の指導に基づき、当初

は南北長約 60ｍ・北辺の東西長約 24ｍ・南辺

の東西長約 17 ｍの南西部が少し凹む形に設定

した。さらに調査中に文化財保護課の指導を受

けて、遺跡の状況をより詳しく調査するために

北東側に約５㎡、北西側に約 15 ㎡、西側に約

15㎡の拡張区を設定した。最終的な調査面積は

約 1,265 ㎡である（図４）。

調査は 2009 年４月６日から開始した。最初

に盛土・室町時代以降の耕作土を約 1.0 〜 1.4

ｍの深さまで機械掘削したのち、２面に分けて

実施した。各遺構面では遺構検出・遺構登録を

行い、遺跡の状況が明らかになった段階で写真

撮影・遺構実測を行った。調査最終段階では調

査区北部に東西約 20ｍ、深さ約 1.5 ｍの断ち割

りを入れ、下層遺構の確認や堆積状況を確認し

たのち、６月 23日にすべての調査を終了した。

－ �－

図１　調査前状況（北北東から）

図２　作業状況（北から）

図３　社内説明会（北東から）



なお、調査期間中の 2009 年６月 15 日に島津製作所の社員を対象に社内説明会を開催し、約

270 名の参加を得た。

２．遺　　跡

（１）遺跡の位置と環境

調査地は京都盆地北西部に位置し、地勢的には紙屋川（天神川）の扇状地に立地している。紙

屋川は鷹峯を源流とし、京都盆地西部をほぼ南流して吉祥院で桂川に合流する。現在の河道は 20

世紀前葉に付け替えられたもので、それ以前は農業用水として利用される一方、たびたび洪水を

引き起こし流路の位置を変えたようである。調査地北側には旧河道の痕跡が北北東から南南西に

向く道路や地割として残っている。また、調査地の現地形はわずかに西から東に向けて傾斜して

いるが、これは調査地西側を流れていた紙屋川が氾濫したときに土砂が堆積したことによるもの

と考えられる。

調査地周辺の歴史的状況は次のように概観することができる
　１)

。調査地は『京都市遺跡地図』で

は平安京右京三条三坊三町および西ノ京遺跡として周知されている
　２)

。西ノ京遺跡は京都盆地北西

部に位置し、おおよそ北は丸太町通、東は西大路通東側、南は六角通、西は西小路通に囲まれた

南北約 1.2 ㎞・東西約 0.8 ㎞の範囲に拡がる遺跡で、遺構の検出は少ないものの弥生時代から古

墳時代の遺物が出土している。また、平安京右京三条三坊三町については居住者などの記録は残っ

ていないが、『拾芥抄』によると南側の三条三坊四町は平安時代後期には大江匡房の所領、南西側

の五町・十一町・十二町は棲霞寺の所領があったことがわかる。

（２）周辺の調査

調査地周辺ではこれまでに多数の調査を実施している。主要な調査については図５・表１にま

とめた。見つかった遺構・遺物の時期は西ノ京遺跡に関わる弥生時代から古墳時代、平安時代前

期から中期、平安時代後期以降に大きく分けることができる。

西ノ京遺跡については、調査地北西側の西ノ京徳大寺町の調査（図５－ 21）で竪穴住居１棟の

ほか土坑を検出し、古墳時代中期の土師器・須恵器が出土した。また、この南側の調査（図５－

22）や調査地北隣の調査（図５－ 16）では、遺構は検出していないが、古墳時代中期の土師器・

須恵器、滑石製模造品が出土しており、遺跡の拡がりを考えるうえで注目される。その他にも西

大路御池交差点南東側の西ノ京南原町の調査では古墳時代の溝・土坑などを確認している
　３)

。なお、

遺構には伴わないが、尖頭器・石鏃が調査地北隣の調査などで出土しており、縄文時代にさかの

ぼる遺構が近隣に所在している可能性も考えられる。

右京三条三坊周辺では平安時代前期から中期の遺構が良好な状態で残存しており、それぞれの

調査で建物・柵・井戸・溝・土坑・柱穴などを多数検出している。右京三条二坊十六町の調査（図

－ �－



－ �－

図４　調査区配置図（１：500）



５－ 15）では、平安時代中期の１町規模の邸宅の全容がほぼ明らかとなった。出土した墨書土器

から「齊宮」の邸宅と推定できる。三条三坊五町の調査（図５－ 18・19）では、南東部で平安時

代前期の大規模な掘立柱建物を検出しており、１町規模の邸宅であった可能性が高い。調査地北

隣の三条三坊三町の調査（図４・図５－ 16）では、平安時代前期から中期の掘立柱建物５棟・柵

１基・井戸１基・溝２条・湿地状の落ち込みなどを検出した。また、三条三坊九町の調査（図５

－ 21）では三彩の精巧な獅子頭、三条三坊十町の調査（図５－ 22）では木棺墓から副葬品とし

て漆皮の折敷の上に載せた土師器皿・毛抜き・墨などの化粧道具、銅鏡、須恵器壷などがまとまっ

て出土しており、相応の身分の貴族が居住していたことが推定できる。

その一方、三条三坊十二町の調査（図５－ 24）では、ほぼ全域に湿地が拡がっていた。また、

三条三坊五町の調査では宇多小路に近接して南北方向の流路を検出した。後世の紙屋川に関連す

る流路の一つとして理解できる。これらのことから湿地や河川を避けた地形の条件が良い場所に

建物などの選地が行われたことがわかる。

平安時代後期以降、中でも室町時代になると、ほとんどの調査で耕作土と耕作溝を認めている

ことから、調査地周辺のほぼ全域が耕作地となっていたことは明らかである。耕作地としての利

－ �－

図５　周辺調査位置図（１：5,000）



用は近代の開発が及ぶまで継続した。

（３）試掘調査の成果

調査地の試掘調査は、文化財保護課により 2009 年１月 28 日・29 日および２月 27 日に実施

された（図６・７）。調査区は建物建設予定地全域を対象として、断続的に８箇所が設定されている。

調査地の土層は全体的に西および南に向かって傾斜しており、調査地西半部では西側を流れてい

た紙屋川の旧流路あるいは氾濫にともなう礫・砂・シルトが堆積する状況が認められた。検出さ

れた遺構には試掘６の古墳時代の溝、平安時代の遺構面がある。また、各調査区では中世の遺物

包含層が認められた。
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表１　周辺調査一覧表



遺物は試掘１から平安時代の土師器・須恵器・瓦、試掘２から平安時代・室町時代の土師器、

試掘６から平安時代の土師器・須恵器、室町時代の土師器、試掘７から古墳時代の土師器、平安

時代の土師器・瓦、室町時代の土師器が出土した。

試掘調査の成果からは、調査地西半部は紙屋川の旧流路や氾濫の影響を強く受ける場所である

が、東半部は土地が安定し、生活に適した場所であったと考えられる
  23)

。

遺跡の沿革や周辺の調査・試掘調査の成果からみられるように、調査地には平安時代の遺構が

良好に残っている可能性が十分に考えられ、事実、調査地北隣にあたる三町北部の発掘調査では、

平安時代前期から中期の掘立柱建物・柵・井戸・溝などを検出しており、調査地に一連の遺構が

分布していることが予想できた。また、西ノ京遺跡に関連する弥生時代から古墳時代の遺構の検

出も期待された。これらの状況を踏まえて調査地東半部が発掘調査の対象として指導されること

となった。
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図６　試掘調査区配置図（１：600）
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図７　試掘調査断面図（１：150）



３．遺　　構

（１）基本層序と遺構の概要

基本層序（図版１、図８〜 10・20・21）  調査地全域には 0.4 〜 0.8 ｍの厚さの盛土が拡がり、

部分的には既存建物の基礎による攪乱が地表下約 1.5 ｍの深さにまで及んでいる。また、既存の

工場建設や解体工事の影響で土層が変形している部分がみられた。

１層は河川の氾濫に伴う堆積物の土層の存在により１- １層と１- ２層に細分できる
  24)

。灰オリー

ブ色シルトなどで、厚さは約 0.3 ｍである。西側から東側に向けて傾斜している。１層上面は浅

いところでは地表下約 0.4 ｍに位置し、工場建設直前の氾濫堆積物を母材とした耕作土である。

２層は暗灰黄色シルトで、厚さは約 0.1 ｍである。氾濫堆積物を母材とした耕作土で、出土遺

物は確認していないが、江戸時代から近代と推定できる。西側から東側に向けて傾斜している。

３層は灰オリーブ色シルトなどで、厚さは約 0.2 ｍである。氾濫堆積物を母材とした耕作土で、

出土遺物は確認していないが、江戸時代と推定できる。西側から東側に向けて傾斜している。

４層は４- １層〜４- ４層に細分できる。オリーブ黒色シルトなどで、厚さは約 0.2 〜 0.5 ｍで

東から西に向かって厚くなる。４- １層〜４- ３層は氾濫堆積物を母材にした耕作土であるのに対

して、４- ４層は小礫や黒色シルトの小ブロックを含む黒褐色シルトであることから異なる母材の

存在が考えられる。４- ３層・４- ４層から室町時代の遺物が出土した。

４層の下は、一部を除き調査区東部・南部で８層となる。また、調査区北西部では礫敷１を構

成する５層が拡がる。５層は上面に礫を敷き詰めた人為的に施された地層で、厚い部分では約５

㎝ある。礫に混じって平安時代前期の遺物が出土した。

６層は北西部の５層の下に拡がる黒色シルトで、厚さは 0.1 〜 0.2 ｍである。上部を６- １層、

８層の灰白色シルトのブロックを含む下部を６- ２層に細分できる
  25)

。また、調査区東部・中央部の

一部でも８層の上に認めることができる。平安時代前期の遺物が出土した。

平安京造営以前の遺構確認や地形環境を明らかにするため、調査区北部で８層に東西約 20ｍ、

深さ約 1.5 ｍの断ち割りをいれた。８層の堆積は上部から灰白色シルト〜粘土、粗砂〜礫層、植

物遺体を含む黒色の有機質シルトなどに大別することができる。黒色の有機質シルトに含まれ

る植物遺体についてAMS（加速質量分析）法による放射性炭素年代測定を実施したところ約
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表２　遺構概要表
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図８　北壁断面図（１：80）
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図９　西壁北部断面図（１：80）



24,000 年前との数値を得た。粗砂〜礫層は旧河道もしくは河川の氾濫に伴う堆積物で、不整合面

から少なくとも３段階に分けることができる。灰白色シルト〜粘土は粗砂〜礫層の間の低い部分

を充填した土層である。なお、地形環境の詳細および放射性炭素（14C）年代については付論２を

参照していただきたい。

遺構の概要　調査では室町時代の耕作土である４層下面を第１面、平安時代の礫敷１を構成す

る５層および平安時代の包含層である６層下面を第２面として遺構検出を行った。

第１面では室町時代の溝・土坑・柱穴および平安時代の礫敷１などを検出した。礫敷１は調査

段階では所属する時期が不明であったが、層位や出土遺物などの検討により平安時代の遺構であ

ることが判明した。また、東部・中央部・南部では４層の下が８層上面であったため、平安時代

の溝を検出し調査することとなった。

第２面では平安時代の井戸・溝・小径・土坑・柱穴、弥生時代・古墳時代の溝・落ち込みなど

を検出した。ただし、調査区北西部の溝・畦は、第１面では北西部の礫敷１を残したため掘削し

なかったが、断面観察や出土遺物などの検討により、礫敷１よりも新しく第１面で検出した他の

溝と同じく室町時代の遺構であることが判明した。

検出した遺構総数は 358 基である。ここでは遺跡を理解するうえで重要と判断した遺構を中心

に調査段階の検出状況にしたがって第１面と第２面に分けて報告し、調査地の歴史的な変遷につ

いてはまとめで総括する。なお、検出遺構および出土遺物の時期の判定は、平安京・京都Ⅰ期〜 
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図 10　断ち割り部分断面図（１：80）
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図 11　第１面平面図（１：300）



期の編年案に準用する
  26)

。

（２）第１面の遺構（図版１・２、図 11）

耕作溝群　溝は調査区のほぼ全域で検出した。室町時代の耕作溝で、複数の溝が平行し、調査

区北部・南部では南北方向、中央部では東西方向が優位である。攪乱により途切れる部分が多いが、

幅 0.2 〜 0.7 ｍ、深さ 0.1 〜 0.2 ｍのものが大部分を占める。埋土は４層と共通する。ここでは、

出土遺物を掲載した遺構について報告する。

溝２Ａ　北東部で検出した南北方向の溝である。北側は調査区外に延びるが、南側は攪乱され

て途切れる。断面形は浅いＵ字形で、長さ 13.2 ｍ以上、幅 0.2 〜 0.4 ｍ、深さ約 0.1 ｍである。

埋土は黒褐色砂泥で、Ⅷ期の遺物が出土した。

溝７　北東部で検出した南北方向の溝で、北寄りでは溝７A・溝７Bが接して平行する。北側は

調査区外に延びるが、南側は東西方向の溝に接合する。断面形は浅いＵ字形で、長さ 15.1 ｍ以上、

幅約 0.6 ｍ、深さ約 0.1 ｍである。また、溝７A・７Bはともに断面形は浅いU字形で、幅 0.2 〜 0.4

ｍである。埋土は灰黄褐色粘質土で、Ⅷ期の遺物が出土した。

溝８　北東部で検出した溝７A・Bと並ぶ南北方向の溝である。北側は調査区外に延びるが、南

側は東西方向の溝に接合する。断面形は浅いＵ字形で、長さ16.4ｍ以上、幅0.3〜0.5ｍ、深さ約0.1

ｍである。埋土は黒褐色粘質土で、Ⅶ〜Ⅷ期の遺物が出土した。

溝 13　北部中央で検出した南北方向の溝である。北側は調査区外に延びるが、南側は攪乱され

て途切れる。断面形は浅いＵ字形で、長さ 12.5 ｍ以上、幅 0.2 〜 0.4 ｍ、深さ約 0.1 ｍである。

埋土は黒褐色砂泥で、Ⅶ〜Ⅷ期の遺物が出土した。

土坑 11　北東部で検出した。溝６・溝７Aに攪乱されるが、直径約 0.2 ｍの円形と推定できる。

深さは約 0.1 ｍである。埋土は黒褐色粘質土で、Ⅶ期の遺物が出土した。

礫敷１（図版２- １）  調査区北西部の広い範囲で検出した人為的に施された地層で５層に相当す

る。上面に大きさ１〜５㎝くらいの礫を敷き詰め、下部は砂質泥となる。厚い部分では約５㎝を

測るが、東辺・南辺では輪郭がやや不明瞭となり、薄く礫が散布する状態となる。礫の上面には

土器・瓦の小片や木片が散在し、土壌構造の分析から土壌化が進んでいたことが判明した。Ⅱ期

の遺物が多量に出土した。

溝 67　北西部で検出した東西方向の溝である。わずかに西で北に振る方位を採る。東側・西側

とも攪乱されて途切れる。断面形は浅いＵ字形で、長さ 4.3 ｍ以上、幅約 0.5 ｍ、深さ約 0.1 ｍで

ある。埋土は６層と共通する暗褐色粘質土が混じる黒褐色粘質土で、Ⅱ期の遺物がわずかに出土

した。三町のほぼ南北中心に位置する。

溝 120（図版２- ２）  北東部から東部壁際で検出した南北方向の溝である。わずかに北で東に

振る方位を採る。北側・南側とも浅く不明瞭となる。断面形はＵ字形で、断続的ながら長さ23.8ｍ、

幅 0.3 〜 0.6 ｍ、深さ 0.1 〜 0.2 ｍである。埋土は黒褐色粘質土で、Ⅱ期の土器・瓦のほか麻布を

芯材とする漆製品が出土した。三町のほぼ東西中心に位置する。
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図 12　第２面平面図（１：300）



溝 209・溝 215・溝 216・溝 217　中央部南寄りで検出した東西方向の溝群である。東側・西

側とも攪乱されて途切れる。断面形は浅い皿形で、溝 216 で長さ 6.3 ｍ以上、幅 0.3 〜 0.5 ｍ、

深さ 0.05 ｍである。埋土は６層と共通する黒褐色粘質土で、Ⅱ期の遺物がわずかに出土した。遺

物が出土していないため時期の判定ができなかったが、南に隣接する東西溝群も埋土が共通する

ことから、これらは平安時代前期の耕作溝の可能性がある。

（３）第２面の遺構（図版３〜６、図 12）

畦（小径）333（図版３-2、図 13）  北西部で検出した南北両側に溝を伴う東西方向の畦である。

東側は南北方向の溝に接し、西側は攪乱されて途切れる。８層を台形に成形し、上部を礫敷１が

覆う。長さ 10.8 ｍ以上、上面の幅約 1.8 ｍ、溝底からの高さ約 0.3 ｍである。上面がわずかに東

から西へ向けて傾斜していることから、東側が耕作により削られている可能性がある。８層を成

形しているため遺物は出土していないが、三町のほぼ南北中心に位置し、これを境として室町時

代の耕作溝が屈曲することから耕作地の区画施設であった可能性が高い。また、上部を礫敷１が

覆うことから、平安時代前期にも高まりであったこととなり、三町内の位置から区画の小径であっ

たと評価できる。なお、畦333の構造および層位関係を把握するために調査区を西側へ拡張したが、

攪乱が拡がっており目的を果たすことができなかった。

溝 298　北西部で検出した畦 333 の北側を区画する東西方向の溝である。東側・西側とも攪乱

されて途切れる。断面形は浅いU字形で、長さ 10.1 ｍ以上、幅 0.5 〜 0.6 ｍ、深さ 0.1 〜 0.2 ｍ

である。埋土は黒褐色砂泥で、Ⅷ期の遺物が出土した。

耕作溝群　北西部の礫敷１を取り外した段階で検出したが、断面観察や出土遺物などの検討に

より礫敷１よりも新しく第１面で検出した室町時代の耕作溝と同時期であることが判明した。第

１面と同様、複数の溝が平行し、南北方向が優位であるが、畦 333 に接合するものが多い。幅 0.2

〜 0.7 ｍ、深さ 0.1 〜 0.2 ｍのものが大部分を占める。埋土は４層と共通する。

土坑 305　中央部西寄りで検出した。平面形は直径約 0.7 ｍの円形で、深さ約 0.1 ｍである。

埋土は暗褐色砂泥で、Ⅷ期の遺物が出土した。
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図 13　畦（小径）333 断面図（１：40）



井戸 10（図版４、図 14・15）  北東部で検出した方形横板組の井戸である。掘形は南北約 1.8 ｍ、

東西約 1.9 ｍの隅丸方形である。深さは検出面から約 0.8 ｍで、底部の標高は 31.0 ｍである。井

戸枠の内法は南北約 0.9 ｍ、東西約 1.1 ｍの東西にやや長い長方形で、わずかに北で東に振る方

位を採る。井戸枠は四隅に溝を加工した隅柱を立て、横板を嵌め込んで組む型式である。上部は

腐植するが、底部から約 50㎝の高さまで残っていた。底部は浅く掘窪めるのみで水溜はない。調

査中は標高 31.2 ｍ付近で湧水がみられた。井戸枠内の埋土は黒色シルト・黒褐色シルト・オリー

ブ黒色シルト、掘形の埋土は黒褐色シルトで下部には小礫などを含む。井戸枠内よりⅡ期の土器・

瓦・木製品などがまとまって出土しており、特に井戸底付近からは完形の土師器皿・杯、櫛・容

器などが出土した。井戸枠内埋土上部には大礫や須恵器甕・瓦片を多く含み、また、埋土の上部

と下部で破片が接合する土器があることから人為的に埋め立てられたことがわかる。

土坑 275（図版５- １）  北西隅で検出した。北側・西側が調査区外へ拡がり、東側はやや不明

瞭となるが、検出長は南北約 1.8 ｍ、東西約 7.4 ｍ、深さ約 0.2 ｍである。南辺は直線的で切り立っ

ていることから人為的に成形していることがわかる。埋土は６層の黒色シルトで、下部には８層

の灰色シルトのブロックが混じる。Ⅱ

期の遺物が出土した。遺構の性格を確

認するため調査区を北西部へ拡張した

結果、この遺構は調査区北側に大きく

拡がることが判明し、調査地北隣の２

次調査で検出した落込み７と一連の遺

構である可能性が考えられた。

柱穴列 356（図版５- ２、図 16）  西

部で検出した東西方向の柱穴列であ

る。柱穴は４基で、検出長は約 7.2 ｍ

である。西側でわずかに北に振る方位

を採る。柱穴は直径 0.4 〜 0.5 ｍ、深

さ約 0.1 ｍである。柱穴の間隔はいず

れも約 2.4 ｍである。埋土は黒褐色シ

ルトなどで、柱穴 349 からⅡ期の遺物

がわずかに出土した。

柱穴列 357（図版５- ２、図 16）  西

部で検出した南北方向の柱穴列であ

る。柱穴は３基で、検出長は約 4.2 ｍ

である。北側でわずかに東に振る方位

を採る。柱穴は直径 0.3 〜 0.5 ｍ、深

さは最も深い柱穴 323 で約 0.4 ｍであ
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図 14　井戸 10実測図（１：40）



る。柱穴の間隔はいずれも約 2.1 ｍである。埋土は黒褐色シルトなどで、柱穴 323 から時期不明

の遺物がわずかに出土した。

柱穴列 358（図版５- ２、図 16）  西部で検出した南北方向の柱穴列である。柱穴は２基で、間

隔は約 2.1 ｍである。北側でわずかに東に振る方位を採る。柱穴は直径約 0.4 ｍ、深さ約 0.1 ｍで

ある。埋土は黒褐色シルトなどで、出土遺物はない。

柱穴列 356・柱穴列 357・柱穴列 358 は、柱穴 322・柱穴 350 が共通し、コ字形の配置を採るが、

隅部は直交しない。柱穴の深さも浅く一致しないことから、建物と断定することはできず、柵な

どの区画施設の可能性を考えたい。また、方位や柱穴 323 からの出土遺物からⅡ期の遺構と判断

できる。

溝 260・溝 199・溝 280（図版６、図 17・18）  溝 260 は調査区南部、溝 199 は西部、溝 280

は北西部で検出した。攪乱により分断されるが、同一の緩やかに蛇行する南北方向の溝である可

能性が高い。断面形はＵ字形で、同一の遺構とすると長さ 59.0 ｍ以上、幅 0.5 〜 0.8 ｍ、深さ 0.3

〜 0.6 ｍである。底部はわずかに北に向けて傾斜する。埋土は黒褐色シルトなどで中程に流水に

よる堆積層がみられる。北西部の溝 280 を中心に、古墳時代前期から中期の土師器・須恵器が完
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図 15　井戸 10展開図（１：40）
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図 16　柱穴列 356・柱穴列 357・柱穴列 358 実測図（１：50）



形に近い状態でまとまって出土した。

溝 165・溝 190・溝 200（図版６- ４、図

19 〜 21）   溝 165・溝 190 は調査区東部、

溝 200 は中央部から西部で検出した。溝

165・溝 200 は北東から南西方向・溝 190

は東西方向の溝で、溝 165・溝 190 が合流

して溝 200 となる。溝 165 は断面形はＵ字

形で、長さ 8.5 ｍ以上、幅 1.2 〜 1.4 ｍ、深

さ 0.3 〜 0.5 ｍである。底部は南西に向けて

傾斜する。溝 190 は断面形は浅いＵ字形で、

長さ 7.0 ｍ以上、幅 1.4 〜 1.6 ｍ、深さ 0.2
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図 17　溝 280 実測図（１：20）

図 18　溝 260 断面図（１：40）



〜 0.3 ｍである。底部はほぼ平坦である。溝 200 は断面形は皿形で、長さ 10.0 ｍ以上、幅 1.2 〜

1.6ｍ、深さ約0.3ｍである。底部は南西に向けて傾斜する。溝の埋土は黒褐色シルトなどが共通し、

一連の堆積であることがわかる。上部が室町時代以降の攪乱を受けている部分があったが、古墳

時代前期の遺物が少量出土した。

溝 354・溝 355（図版６- ５）  調査区北西側拡張区で検出した。ともに北東から南西方向の溝

である。西側で重複するが、溝 354 の方が新しい。溝 354 は断面形は浅いＵ字形で、長さ 1.5 ｍ

以上、幅約 1.0 ｍ、深さ約 0.2 ｍである。底部は南西に向けて傾斜する。溝 355 は断面形はＵ字

形で、長さ 2.0 ｍ以上、幅約 1.2 ｍ、深さ約 0.3 ｍである。底部は南西に向けて傾斜する。埋土は

黒褐色小礫〜シルトなどで一部には葉理が観察できる。溝 354 から弥生時代終末期から庄内式併

行期、溝 355 から弥生時代後期の遺物がわずかに出土した。

落込み 310　中央部で検出した。南北約 4.5 ｍ、東西約 3.4 ｍの不整形な平面形で、深さ約 0.1

ｍである。埋土は黒褐色粘質土で、Ⅱ期と古墳時代前期の遺物が出土した。
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図 19　溝 200 断面図（１：40）
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図 20　東壁溝 165 断面図（１：40）

図 21　東壁溝 190 断面図（１：40）



４．遺　　物

（１）遺物の概要

調査では整理用コンテナに 70箱の遺物が出土した。出土遺物には土器・瓦・土製品・石製品・

金属製品・木製品・植物遺体・昆虫遺体などの種類がある。出土遺物の大部分は土器類が占め、

次いで瓦・木製品が多く、その他の種類はわずかである。

調査では新しい時代の遺構埋土・包含層に、より古い時代の遺物が混入することが多くみられた。

時代別の出土量では、弥生時代から古墳時代が約１割、平安時代が約４割、室町時代が約５割で

ある。

以下では種類ごとに出土遺物の概要を報告する。なお、出土遺物の時期の判定は、平安京・京

都Ⅰ期〜 期の編年案に準用する
  27)

。

（２）土器

土器には、弥生土器・土師器・白色土器・黒色土器・瓦器・須恵器・焼締陶器・灰釉陶器・灰

釉系陶器・緑釉陶器・施釉陶器・輸入陶磁器などがある。土器類は出土遺物の多くを占めるが、

弥生時代から古墳時代、平安時代前期、室町時代に大別することができ、それ以外の時期のもの

は少ない。

弥生時代から古墳時代（１〜 30）（図版７、図 22）  弥生時代から古墳時代の土器には、弥生土器・

土師器・須恵器がある。古墳時代の土師器がほとんどで弥生土器・須恵器は数点にとどまる。溝

260・溝 280 からまとまって出土した（図版６－２）。また、少量ながらその他の溝・土坑から出

土したものや平安時代の遺構に混入していたものがある。

弥生土器から土師器には壷（１〜 11) ・甕（17 〜 22) ・高杯（23 〜 29) ・小型器台（12 〜

15) ・小型鉢（16) ・小型丸底壷などがある。
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表３　遺物概要表



壷の形態は多様である。１・２はやや突出する平底で、１は体部が外上方に直線的に開く。調

整は１は底部内外面・体部内面はナデで、体部外面は表面の損傷のため詳細不明であるがミガキ

の可能性がある。２は底部内外面ともナデである。３は口縁部はわずかに外傾して高く立ち上が

り、端部を丸くおさめる。調整は口縁部外面は縦方向のハケののち横方向のナデで内面は横方向

のナデである。４・５は口縁部はわずかに内弯気味に開き、端部を丸くおさめる。調整は４は口

縁部内外面は横方向のナデ、５は口縁部外面は横方向の粗いミガキで内面は横方向のナデである。

６は口縁部は２段階に外反して開き、端部を丸くおさめる。調整は口縁部内外面は横方向のナデ

である。７は口縁部は体部から屈曲して直立し、端部はやや外反して小さな面をつくる。調整は

口縁部外面は横方向のナデで内面は左上がりのナデである。８・９は口縁部は体部から強く屈曲

して外反気味に開き、端部は明瞭な面をつくる。調整はともに口縁部内外面は横方向のナデで、

９は体部外面は横方向のハケで内面は横方向のケズリである。10は頸部の破片で屈曲部外面に突

帯がめぐる。調整は体部外面はハケで内面はナデとオサエ、口縁部内外面は横方向のナデである。

11は大型の壷で口縁部は外反して開き、端部は屈曲してほぼ直立する。調整は内外面は横方向の

ナデである。讃岐地方の影響がうかがえる土器である。

甕はいずれも口縁部が「く」字状に強く屈曲して、わずかに内弯気味に開く。端部は肥厚して

17は小さな玉縁となり、18・19 は明瞭な面、20〜 22 は内傾する面をつくる。調整はいずれも

口縁部内外面は横方向のナデ、18・19・22 の体部外面はハケで内面はケズリである。ケズリの

範囲は 18・19が屈曲部にまでおよぶのに対して、22はやや下位にとどまる。

高杯には杯部が屈曲して外反するもの（23〜 26）と椀形のもの（27・28）がある。脚部はい

ずれも中空で、前者の脚部は緩やかに外反するのに対して、後者は円筒形状の柱状部から裾部が

屈曲して開く。23は杯部の屈曲が明瞭である。脚部と杯部の接合は 24〜 26 が円盤充填技法で、

24・25 は内面中央に細い棒状工具を突き刺した痕跡が残る。調整は 23は杯部内外面は横方向の

ナデ、24は杯部外面は横方向のナデで内面はハケののち横方向のナデで放射状の粗いミガキを施

す。25は杯部内外面はハケののちナデ、柱状部外面は縦方向のナデで内面は横方向のケズリ、裾

部内外面は横方向のナデ、26は杯部外面はハケののちナデで内面は縦方向のナデ、柱状部外面は

縦方向のナデまたはミガキで内面は横方向のケズリ、裾部外面は横方向のナデで内面はケズリの

のちナデである。27・28 は杯部内外面は横方向のミガキ、27は表面の損傷のため調整不明であ

るが、28 は脚部外面は横方向の粗いミガキで内面はナデである。なお、29 は緩やかに外反する

裾部で円形の穿孔がある。調整は表面の損傷のため詳細不明であるが、内外面ともミガキの可能

性がある。

小型器台には杯部中央に穿孔があるもの（12）とないもの（15）がある。杯部は浅い皿形で端

部が外反するもの（13・14）と短くつまみ上げるもの（15）がある。調整は 13・15 は杯部内外

面は横方向のナデ、12は杯部内外面は横方向のミガキで端部は横方向のナデである。

小型鉢はやや扁平な半球形の体部から口縁部が屈曲して開く。底部は上底である。調整は口縁

部内外面は横方向のナデ、体部・底部外面はオサエののちナデで内面は工具による放射状のナデ
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図 22　土器実測図１（１：４）



である。

時期の判別が難しいものもあるが、３は弥生時代後期、１・２・４・５・10・29は弥生時代終

末期から古墳時代初頭の庄内式土器併行期、６〜９・11〜 28 は古墳時代の布留式土器に属する

と考える。また、６〜９・11〜 28はさらに６〜９・11〜 19・23 〜 26 が須恵器を伴わない時期、

20〜 22・27・28 が須恵器を伴う時期に細別できる。

掲載した弥生土器・土師器の出土遺構を提示すると、溝 260 が４・６・８・20〜 24・26、溝

280 が５・７・９・11・13 〜 19・25・27 〜 29 で、その他は１が溝 354、２が６層、３が溝

355、10 が土坑 275、12 が土坑 310 である。

須恵器には （30）がある。溝 280の埋土上部からほぼ完形の体部が正立する状態で出土し、

口縁部の破片は埋土内に落ち込んでいた（図版６－３）。尖底気味でやや肩が張る体部から口縁部

が強く屈曲して開き、端部をつまみ出す。体部中央を１箇所円形に穿孔し、口縁部中位には突帯が

１条めぐる。調整は底部外面は一部に回転ケズリが残るが、大部分はケズリののち丁寧なナデ、そ

の他はすべて横方向のナデである。また、体部最大径付近に２条の沈線と刺突文、口縁部は突帯の

上下にそれぞれ波状文を施す。TK23〜 TK47 型式の特徴を備えており、古墳時代中期に属する
  28)

。

平安時代前期（31〜 58）（図 23）  平安時代の土器は井戸 10・溝 120・土坑 275・５層・６層

などのほか室町時代の耕作溝・耕作土に混入して出土した。土師器皿・椀・杯・高杯・甕、黒色

土器椀・甕、白色土器盤、須恵器杯・杯蓋・鉢・壷・甕、灰釉陶器皿・段皿・椀・壷・壷蓋・甕、

緑釉陶器皿・段皿・椀・壷、中国製青磁などがある。土師器の割合が高く、それ以外の器種は少ない。

最もまとまっている井戸 10からの出土土器を図示した（31〜 48）。土師器皿（31・32) ・椀（33・

34) ・杯（35〜 38) ・高杯、黒色土器椀（39) ・甕、須恵器杯・鉢（40) ・壷（41) ・甕（42）、

灰釉陶器椀（43・44) ・壷（45・46）、緑釉陶器椀（47・48）などがある。

31・32は平坦な底部から口縁部が外反気味に低く開き、端部はわずかに屈曲する。調整は口縁

部内外面は横方向のナデ、底部外面はオサエで内面はナデである。33・34は丸みをおびた底部か

ら体部・口縁部が緩やかに内弯して開き、端部はわずかに屈曲する。調整は口縁部内外面・体部内

面は横方向のナデ、体部・底部外面はオサエ、内面はナデである。35〜 37は高台のない杯、38

は高台を貼り付ける杯である。ともに底部から口縁部が緩やかに屈曲して開き、端部はわずかに屈

曲する。調整は 35〜 37が口縁部内外面は横方向のナデ、底部外面はオサエで内面はナデである。

38は口縁部内外面・体部内面は横方向のナデ、体部外面はオサエののちハケ・ケズリ、底部内外

面はナデである。なお、31・37は完形で井戸底付近から横板に接した状態で出土した（図版４－３）。

39は平坦な底部から体部・口縁部が内弯して開き、端部は丸くおさめる。底部は貼り付け高台

である。調整は口縁部内外面は横方向のナデ、体部外面はオサエ、底部外面はナデで、内面は炭

素を吸着させる。黒色土器椀には内外面に炭素を吸着させたものもある。

40は内弯する体部から口縁部が屈曲して開き、端部はつまみ出して拡張する。調整は口縁部・

体部内外面とも横方向のナデである。41は体部と口縁部が直接接合しないが、特徴が共通するた

め同一個体と判断した。底部は平底で、口縁部は外反して開き、端部をつまみ上げて面を作る。
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調整は体部外面下位がケズリで、他は内外面とも横方向のナデである。底部外面には糸切り痕が

残る。42は大型で口縁部は外反して開き、端部は垂下して広い面をつくる。調整は内外面とも横

方向のナデである。

43は口縁部は内弯気味に開き、端部はわずかに外反する。調整は内外面とも横方向のナデで施

釉する。内面の施釉は厚い。44は底部は貼り付け高台である。調整は底部外面は、高台貼り付け
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図 23　土器実測図２（１：４）



にともなう横方向のナデ、内面は刷毛で施釉する。45は底部は平底で、口縁部は外反して開き、

端部をつまみ上げて面を作る。調整は口縁部内外面・体部内面は横方向のナデ、体部外面はケズ

リである。底部外面には糸切り痕が残る。46は平坦な底部から体部が屈曲して直線的に開く。底

部は貼り付け高台である。調整は体部内外面は横方向のナデ、底部外面はナデ、内面は施釉のた

め不明である。体部外面の施釉は薄い。

47は口縁部は内弯気味に開き、端部を丸くおさめる。調整は内外面とも横方向のナデで施釉す

る。48は削り出し高台である。調整は体部・底部外面はケズリで内面はミガキののち底部中央に

陰刻花文を描く。井戸 10出土土器はⅡ期中段階に属する。

49〜 58 は他の遺構から出土した。49〜 51 は土師器杯である。底部から口縁部が緩やかに屈

曲して開き、端部はわずかに屈曲する。調整は口縁部内外面は横方向のナデ、底部外面はオサエ

で内面はナデである。いずれも溝 120 から出土した。52 は土師器高杯柱状部である。調整は杯

部内面はナデ、柱状部外面は面取り状の縦方向のケズリで内面はナデ、裾部内外面は横方向のナ

デである。土坑 275 から出土した。

53・54 は須恵器杯である。53は平底の底部から口縁部が屈曲して外反気味に開き、端部は丸

くおさめる。調整は口縁部内外面は横方向のナデ、底部外面はヘラオコシののちナデで内面は横

方向のナデである。54は底部は貼り付け高台である。平坦な底部から口縁部が屈曲して開く。調

整は口縁部内外面は横方向のナデ、底部外面はヘラオコシののちナデで内面は横方向のナデであ

る。ともに６層から出土した。

55は灰釉陶器壷である。口縁部は外反して開き、端部は玉縁状になる。調整は内外面とも横方

向のナデで内外面に刷毛で施釉する。室町時代の耕作土から出土した。

56は緑釉陶器椀である。底部は削り出し高台である。調整は底部外面はケズリ、内面はミガキ

で内外面に施釉する。57は底径が大きいことから緑釉陶器大型壷などの底部と考える。高台の接

合技法は不明である。調整は底部外面の高台近くは横方向のナデで高台内側はミガキ、内面は横

方向のナデである。56は遺構検出中、57は攪乱 125 から出土した。

58は中国製青磁である。小破片であるが、合子または香炉の蓋と考える。内弯気味の天井部か

ら口縁部は屈曲して垂下し、端部はつまみ出して面を作る。調整は天井部外面はケズリ、内面・

口縁部内外面は横方向のナデである。内外面に施釉する。越州窯産である。５層から出土した。

これらの土器はいずれもⅡ期に属する。

室町時代（59〜 63）（図 24）  室町時代の土器は耕作溝・耕作土から出土した。土師器小型皿・

大型皿・受皿・丸椀・釜、瓦器椀・鍋・釜・火鉢・甕、須恵器鉢・壷・甕、焼締陶器擂鉢・壷・甕、

灰釉系陶器椀・大鉢・壷、施釉陶器椀・皿・おろし皿・大鉢・おろし鉢・壷、中国製白磁皿・椀・

鉢・壷・合子、中国製青磁皿・椀・鉢・壷・合子、中国製青白磁椀・合子、中国製褐釉鉢・盤・壷、

中国製黒釉壷などがあるが、ほとんどが小片である。

59は赤色系土師器大型皿である。口縁部は直線的に開く。調整は口縁部内外面は横方向のナデ、

底部外面はオサエで内面はナデである。土坑 11から出土した。Ⅶ期に属する。60は白色系土師
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器大型皿である。口縁部が内弯気味に開く。調

整は口縁部内外面は横方向のナデ、底部外面は

オサエののちナデで内面はナデである。土坑

305 から出土した。Ⅷ期に属する。

61 は瓦器椀である。口縁部はわずかに外反

して開き、端部は丸くおさめる。調整は口縁部

内外面は横方向のナデ、体部外面はオサエで内

面は横方向のナデののち暗文を施す。包含層か

ら出土した。62は小型の瓦器釜である。体部は球形で口縁部外面に突帯がめぐる。調整は口縁部・

体部内外面は横方向のナデ、底部外面はオサエで、口縁部外面に沈線を施す。５層から出土した。

63は中国製青磁椀である。底部は削り出し高台である。調整は底部高台内側はケズリであるが、

他に部分は厚く施釉するため不明である。体部外面に蓮弁を描く。攪乱 26から出土した。

（３）瓦

瓦には、軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦がある。大部分は平安時代前期に属し、平安時代後期・

室町時代のものはわずかである。出土した軒瓦は総数８点で、内訳は軒丸瓦２点、軒平瓦６点で

ある。時期は平安時代前期が５点、後期が２点で、室町時代に属する巴文軒丸瓦の小片が１点ある。

このうち図示したものは５点である

平安時代前期（64〜 67）（図版８、図 25）  64 は複弁八葉蓮華文軒丸瓦である。子葉が盛り上

がり、二重の界線はやや太く、外区は珠文が巡る。中房は欠損している。瓦当部裏面上端に溝を

付け、丸瓦を挿入する。胎土は砂粒多く、径 1.0 ㎝の礫を含む。灰白色で軟質である。『平安京古

瓦図録
  29)

』36・37 と同文である。西賀茂瓦窯産。５層から出土した。

65〜 67は均整唐草文軒平瓦である。65は唐草は緩やかに反転し、先端は細かく枝分かれする。

珠文は２本の凸線の間に疎に配され、脇区にも珠文をおく。中心部は欠損しているが、文様の類

例から中心部には「大伴」銘が入るとみられる
  30)

。周縁および顎下部は欠損し、全体に磨滅しており、

平瓦部凹面に布目がわずかに残る。胎土は砂粒を含み、灰白色で軟質である。産地は特定できて

いないが、平安宮からこの瓦が出土していないことから官窯産ではないと考える。４層から出土

した。66は唐草文の主葉は連続して大きく反転し、中に３葉を配する。支葉は巻き込む。外区は

珠文が密に巡る。曲線顎。瓦当部凹面は横方向のケズリ。顎部凸面は縦方向のケズリ、裏面は縦

方向のケズリののち横方向のナデ。平瓦部凹面は布目、凸面は縦方向のナデ、側面は縦方向のケ

ズリ。胎土は砂粒を含み、灰白色で硬質である。『木村捷三郎収集瓦図録
  31)

』287 と同文である。芝

本瓦窯産。漆製品に接して溝120から出土した（図版３－２）。67は唐草文の主葉は大きく反転し、

支葉は巻き込む。外区は珠文が密に巡る。曲線顎。瓦当部凹面は横方向のケズリ。顎部凸面は縦

方向のケズリ、裏面は縦方向のケズリののち横方向のナデ。平瓦部凹面は布目ののちに横方向の

ケズリ、凸面は縦方向のナデ。胎土は砂粒を含み、灰色でやや軟質である。『木村捷三郎収集瓦図録』

－ 28－

図 24　土器実測図３（１：４）



285 と同文である。西賀茂瓦窯産。井戸 10から出土した。

平安時代後期（68）（図版８、図 25）  剣頭文を配する軒平瓦で、他に図示していない破片が１

点ある。瓦当部成形は折り曲げ技法で、顎部凸面は横方向のナデ。胎土は砂粒を含み、灰色でや

や軟質である。山城産である。溝２Ａから出土した。

（４）土製品

土製品には、硯・土馬・不明土製品・漆が付着した土器などがある。

硯（69・70）（図版８、図 26）  須恵質の風字硯で、ともに胎土は精良で灰白色を呈し、硬く焼

き締まる。69は中央に仕切をつけた二面硯海部の破片で、仕切は歪む。調整は内外面ともナデで、

内面のナデは粗い。井戸 10から出土した。平安時代前期に属する。70は端部の破片である。調

整は内面は布目で、外面は外縁方向へのケズリである。４層から出土したが、平安時代に属する

ものである。

土馬（72）（図 26）  胴体から折損した脚の破片である。表面には指オサエの痕が付く。溝 120

から出土した。平安時代前期に属する。

不明土製品（71）（図26）  緑釉陶器底部を加工した製品である。胎土は精良でにぶい橙色を呈し、
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図 25　瓦拓影・実測図（１：４）

図 26　土製品実測図（１：４）



硬質である。小塩産である。底部外面は釉が磨滅して滑らかなことから、調理具や硯に使用した

と考えられる。４層から出土したが、平安時代に属するものである。

漆が付着した壷（73）（図版８、図 26）  焼締陶器壷の体部破片内外面に布と漆が付着する。外

面の布は長さ 6.0 ㎝以上・幅 1.0 〜 1.3 ㎝あり、上から漆が塗られて器壁に密着する。用途は不明

である。溝８から出土した。室町時代に属する。

（５）石製品

石製品には、温石・石鍋・砥石などがある。

温石（74・75）（図版８、図 27）  ともに破片である。74は残存

長が縦 4.2 ㎝、横 5.6 ㎝、厚さ 1.3 ㎝である。石材は滑石である。

溝７から出土した。75は残存長が縦4.4㎝、横3.2㎝、厚さ1.2㎝で、

断面は長方形を呈する。やや黄色味を帯びた色調を呈する。石材は

不明である。溝 298 から出土した。室町時代に属する。

石鍋（76）（図 27）  口縁下部外側に鍔を削り出す。残存長は縦 4.0

㎝、横 7.3 ㎝、厚さ 2.0 ㎝である。石材は滑石である。４層から出

土した。室町時代に属する。

砥石　石材は粘板岩が多い。室町時代以降に属する。

（６）金属製品

金属製品には、銅銭・鉄釘・鉄滓などがある。

銅銭（77〜 79）（図版８、図 28）  銅銭は３種３点

である。77 は径約 1.9 ㎝、厚さ約 0.15 ㎝である。銭

銘は「淳化元寳」と判読できる。初鋳は 990 年。外縁

が矮小化していることから模鋳銭の可能性が高い。溝

13 から出土した。78 は径約 2.5 ㎝、厚さ約 0.2 ㎝で

ある。銭銘は「□聖元□」と判読でき、字体の特徴か

ら「天聖元寳」と判断した。初鋳は 1023 年。４層か

ら出土した。79 は径約 1.9 ㎝、厚さ約 0.2 ㎝である。

銭銘は「治平元寳」と判読できる。初鋳は 1064 年。

５層上面から出土した。いずれも北宋銭で室町時代に

属する。

鉄釘　折損したものが多い。室町時代以降に属する。

鉄滓　大きさ数㎝程度のものが散在して出土した。

室町時代以降に属する。
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図 27　石製品実測図（１：４）

図 28　銭貨拓影（１：１）



（７）木製品

木製品には、櫛・容器・曲物・漆製品・

井戸枠・箸・付木・漆器片などがある。井

戸 10・溝 120 や室町時代の耕作溝・耕作

土などから出土した。井戸 10 からの出土

遺物が多くを占める。

櫛（80 〜 82）（図版９、図 29）   80 は

横櫛棟部の破片である。断面楕円形で、角

は丸みが付き、ほぼ直線をなす。歯は欠損

するが、鋸で挽き出した痕が付く。81は横

櫛で一端が折損する。棟部は断面半円形で、

直線をなす。歯は密で 102 本以上あり、鋸

で両側から挽き出す。82はほぼ完形の横櫛

で、中央下部がわずかに欠損する。棟部は

断面半円形で、角は丸みが付き、直線を

なす。歯は密で 133 本あり、鋸で両側から挽き出す。材質は３

点ともイスノキである。いずれも井戸 10 から出土した。平安

時代前期に属する。

容器（83・84）（図版９、図 30）  破損が著しいが、ヒョウタ

ンの果実を半裁して容器に加工したものである。外面は平滑で

光沢をもち、内面には葉脈が残る。ともに井戸10から出土した。

水を汲むのに使用した可能性がある。平安時代前期に属する。

曲物　破損した曲物の一部が井戸 10から出土した。平安時代前期に属する。

漆製品　目の粗い麻布を芯材にして、両面に黒色の漆を厚く塗布して固めた製品である。大き

く変形しているが、残存長は 25 ㎝以上ある。方形の容器の身または蓋と推定している。溝 120

から出土した（図版２－２）。平安時代前期に属する。

井戸枠横板（86〜 92）（図版９、図 31）  井戸 10は四隅に溝を加工した隅柱を立て、溝に横板

を嵌め込んで方形に組む型式である。横板の幅は一定ではなく、北側は１枚（86）、西側は３枚（87

〜 89）、南側は２枚（90・91）、東側は１枚（92）が残存していた。部材には 穴などの加工痕

をもつものがあり、建築部材などを転用した可能性が高い。材質はすべてヒノキである。

86 は北側横板である。長さ 109.2 ㎝、幅 27.2 ㎝以上、厚さ 3.6 ㎝で、上部は腐植している。

87〜 89 は西側横板である。３枚とも比較的良好に残存している。下段から上に 89・88・87 の

順で組み上げる。89は長さ 94.0 ㎝、幅 9.2 ㎝、厚さ 2.6 ㎝、88は長さ 94.0 ㎝、幅 8.6 ㎝、厚さ

2.6 ㎝、87は長さ 91.4 ㎝、幅 21.8 ㎝、厚さ 3.2 ㎝である。89の掘形側南端部には面取り痕がある。

90・91は南側横板である。下段から 91・90の順で組み上げる。91は長さ 107.8 ㎝、幅 29.2 ㎝、
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図 29　櫛実測図（１：２）

図 30　容器実測図（１：４）
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図 31　井戸枠実測図１（１：８）
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図 32　井戸枠実測図２（１：８）



厚さ 3.8 ㎝、90は長さ 92.0 ㎝以上、幅 8.0 ㎝以上、厚さ 2.0 ㎝以上で、上部は著しく腐植してい

る。91は２箇所 穴、下辺に刳り込んだ加工痕があり、転用材と考えられる。また、内面に直径

約５㎝の焦げ痕が残る。92は東側横板である。長さ 93.0 ㎝、幅 38.0 ㎝以上、厚さ 3.2 ㎝で、上

部が腐植する。

井戸隅柱（93〜 96）（図版 10、図 32）  隅柱は、側面の２面に横板を嵌め込むための溝を作る。

全体に上部が腐植しているが、下部は良好に残存している。材質は 93 〜 95 がヒノキ、96 がス

ギである。

93は北東隅柱である。底面は 8.0 ㎝× 7.7 ㎝の長方形で、残存長は 40.5 ㎝である。南面と西面

に東横板と北横板を嵌め込む溝を作る。底面に 穴の痕跡があることから、転用材と考えられる。

94は北西隅柱である。底面は 8.0 ㎝× 11.2 ㎝の長方形で、残存長は 68.7 ㎝である。東面と南面

に北横板と西横板を嵌め込む溝を作る。底面には調整の加工痕が残り、西面下部に釘穴があるこ

とから転用材と考えられる。95は南西隅柱である。底面は 10.0 ㎝× 10.0 ㎝の正方形で、残存長

は 48.0 ㎝である。東面と北面に南横板と西横板を嵌め込む溝を作る。南面下部に２箇所 穴があ

ることから転用材と考えられる。96は南東隅柱である。全体に腐植がすすんでいるため底面の形

状は不明である。残存長は 42.4 ㎝である。西面と北面に南横板と東横板を嵌め込む溝を作る。

箸・付木・漆器片　耕作溝・耕作土などから散在して出土した。付木は一端が焦げて炭化する。

漆器片は木質部は腐植しており、漆膜の断片を採集したのみである。いずれも室町時代以降に属

する。

（８）その他の出土遺物

焼土塊・焼土　包含層などから出土した。明橙色を中心とする色調を呈する。大部分は１㎝以

下の細粒であるが、スサとして用いられた植物遺体の痕跡があるものがある。壁土・屋根の葺土

であったと考えられる。

炭片　各時代の遺構・包含層から出土した。細片が多く樹種の同定は実施していない。

植物遺体・昆虫遺体（図 33、表４）  井戸 10の黒褐色シルト（中層 ) ・オリーブ黒色シルト（下

層 )、溝 280 上層・下層、北西側拡張区６層・７層の各層から土壌をサンプリングした。サンプ

ル量はそれぞれ約 15ℓ、約 15ℓ、約 13ℓ、約 13ℓ、約 13ℓ、約 13ℓを計った。土壌は 1・

2㎜の篩で洗壌後選別し、実体顕微鏡で同定した。

井戸 10からは、木本には庭木または栽培されるものと、山野のいたるところに生育するものが

出土している。草本は主に道端・畑・山野のものと、湿地・水辺を好むものが出土している。一

部ウリ・ゴマ・炭化コムギなど栽培されたものがみられた。その他特記するものとして昆虫の各

部位片が多いこと、一部にハサミムシの尾鋏がみられたことが上げられる。

溝 280 からは、木片の炭化物以外では昆虫の上翅だけが出土している。

北西側拡張区からは、道端・畑に生育するエノキグサ、道端・野原に生育するイネ科と昆虫の

上翅がみられただけであった。
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表４　井戸 10出土種実・昆虫遺体一覧表
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図 33　井戸 10出土種実・昆虫遺体



５．ま  と  め

今回の調査では次のような調査地の歴史的変遷を明らかにすることができた。

弥生時代から古墳時代（図 34）  今回の調査で検出した最も古い遺構は弥生時代後期の溝 355

である。調査地北隣の２次調査では縄文時代にさかのぼる時期の尖頭器・石鏃が出土している。

しかしながら、今回の調査では該当する時期の遺構・包含層を確認することができず、この時期

の遺物が出土することもなかった。

なお、断ち割り部分の８層の堆積から調査地の地形環境を復元すると、約 24,000 年前は植物遺

体が堆積する安定した状態にあったものが、その後は複数の不整合面の存在から旧河川の河道あ

るいは氾濫原となり、１ｍ以上の厚さで砂礫が堆積していったことがわかる。溝 355 や弥生時代

終末期から庄内式併行期の溝 354 は、一部に葉理が観察できることから流路と判断できる。

また、古墳時代前期から中期の遺構には溝 200・溝 280 などがある。溝 280 からは完形に近い

状態で土器がまとまって出土したことから、近隣に集落などが所在している可能性も考えられる。

西ノ京遺跡の調査では、これまでに遺構を検出した例は少なく、平安京下層に埋没している遷都

以前の遺跡に対する知見を深めることができた。

平安時代前期（図４・35）  調査地北隣の右京三条三坊三町北部の２次調査では、平安時代前期

の建物・柵・井戸・溝・湿地状の落ち込みなどを検出している。今回の調査で検出した平安時代

前期の井戸 10は庇をもつ建物２（２次調査）に付属すると考えられる。そして、土坑 275 は落

込み７（２次調査）と同一の遺構である可能性が考えられた。礫敷１を構成する５層は落込み７

の上面を覆うことから、落込み７と重複する２次調査の建物３・柵８・井戸６・溝 10は建物２・

井戸 10よりも少し時期が新しくなる。

また、溝 67・溝 120 はそれぞれ三町の南北中心・東西中心に位置していることから１町内の

区画溝、畦（小径）333 は三町の南北中心に位置していることから区画の小径として評価できる。

三町の北部に建物・井戸が分布する一方で、今回の調査区南部では平安時代の遺構は柱穴列・耕

作溝群のみである。試掘調査の成果や遺構検出面の状況から北東から南西方向に傾斜する地形で

あったことが明らかとなっているので、畦 333・溝 67 より南側は宅地内の耕作地として利用さ

れていたのかもしれない。逆に三町全体としては検出した建物が必ずしも多くないことから、よ

り高所である調査地東側に主要建物群が展開していたと推定できる。なお、遺構が北でやや東へ

振る方位をとることもこの時期の特徴である。

平安時代中期から鎌倉時代（図 36）  この時期の遺構はほとんど認めておらず、遺物も極少量し

か出土していない。平安時代前期の邸宅が廃絶した後、放置され荒地となっていた状況が推定で

きる。

室町時代以降（図 37）  調査区ほぼ全面に多数の東西・南北方向の耕作溝を検出した。出土遺

物から室町時代前期には調査地周辺が耕作地となっていたことがわかる。耕作地の区画である畦

333 は三条三坊三町の南北中心に位置しており、平安時代の小径がわずかな高まりとして痕跡を

残していたと考えることができる。また、室町時代の遺物が出土遺物の中で一定の割合を占める
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図 34　遺構変遷図　弥生時代から古墳時代（１：300）
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図 35　遺構変遷図　平安時代前期（１：300）
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図 36　遺構変遷図　平安時代中期から鎌倉時代（１：300）
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図 37　遺構変遷図　室町時代（１：300）



ことから、近隣に住居や作業小屋があった可能性がある。

最下層の耕作土である４- ４層は６層の小ブロックや小礫を含んでおり、花粉の組成が平安時代

の特徴を示すことから、平安時代の包含層である５層・６層を母材として攪拌した耕作土と考え

ることができる。調査区東部・南部の大部分は４- ４層により５層・６層および８層上部が削り取

られたため、４層の下が８層となったものと推定できる。一方、調査区北西部は土坑 275（２次

調査の落込み７）などの影響で相対的に低い地形となっていたため削り取られることがなく、５

層上面に４層が堆積したのであろう。なお、５層については室町時代の４- ４層に伴う床土である

可能性もあるが、看見の限りでは人為的に礫敷を床土として形成する事例がないので床土とする

解釈はとらなかった。

１層から４- ３層はすべて耕作土である。イネのプラントオパールや花粉を多量に含むという分

析結果から主に水田として利用されていたことが判明した。小礫を含んでいたり、氾濫堆積物を

挟在する状況が明瞭に観察できる土層があることから、氾濫堆積物を母材にしていることがわか

る。いずれの土層も西側が厚く、また、西側から東側に向けて傾斜していることから、調査地西

側を流れていた紙屋川が氾濫したときに供給された堆積物に基づくことは明らかである。20世紀

前葉に付け替えられる前の紙屋川は天井川となっていたが、１層・２層に含まれる礫は３層・４

層よりも大きいことから、時代が下がるにともない洪水の規模が激しくなったことが推定できる。

しかし、度重なる洪水にもかかわらず、室町時代以降、工場が建設される近代に至るまで、耕作

地としての利用が続けられた。

今回の調査では、西ノ京遺跡の構造や平安京左京三条三坊三町の宅地利用についての新たな知

見を広げることができた。また、土層の堆積や土壌の科学的分析により、調査地の地形環境を詳

細に検討することができた結果、地形環境が遺跡の立地・利用に大きな影響を与えていたことが

判明したことも大きな成果である。
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付論１　自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

（１）はじめに

平安京右京三条三坊では、今回の調査地北隣の２次調査で、平安時代前期の建物、柵、井戸、

溝などが見つかっており、当時は宅地として利用されていたことが確認されている。今回の調査

区は２次調査区の南側に位置し、弥生時代後期から古墳時代前期の溝、平安時代前期の溝・井戸、

室町時代の耕作に伴うとみられる溝が検出されている。今回の分析調査は、調査区北部で検出さ

れた平安時代前期の性格不明の土坑 275 と、その上位層準の礫敷１を覆う堆積物までの形成・埋

没過程を把握することを目的として、土壌微細形態学的分析（軟Ｘ線写真・土壌薄片観察）を実

施する。また、古墳時代前期の溝埋土、平安時代前期の遺構埋土とその上位を覆う中・近世の堆

積物を対象に、花粉分析、植物珪酸体分析、種実分析を実施し、古墳時代以降の古環境に関する

情報を得る。

（２）調査地点の層序

分析調査は、古墳時代前期から中期の溝 280、平安時代前期の土坑 275、礫敷１の堆積状況が

確認される調査区北部で実施する。調査地点の位置および調査地点における堆積層の累重状況を

図 38に示す。以下に堆積層の層相について記載する。

１- １A・１- １B層：灰オリーブ色を呈する正級化するトラフ形斜交葉理をなす砂礫〜細粒砂

からなる氾濫堆積物である。２回の堆積ユニットが確認されるが、いずれも上部からの人為的攪

拌により初生の堆積構造が不明瞭となっている。地層の外形は下に凸レンズ状をなし、級化する

ことを合わせ考えると、堤防決壊堆積物（crevasse-splay deposit）と判断される。

１- ２層：灰色を呈する細礫・砂混じり泥からなる。著しく攪拌されており初生の堆積構造は不

明瞭となっている。上部で腐植がやや集積している。また、最下部には氾濫堆積物と判断される

細礫混じり砂が堆積する。層相から耕作土と推定される。

１- ２B- １・２層：灰色を呈する細礫・砂混じり泥から泥混じり砂礫からなる。著しく攪拌さ

れており、初生の堆積構造は不明瞭となっている。層相から耕作土と推定される。

２ (A) 層：暗灰色を呈する砂混じり泥からなる。著しく攪拌されており、初生の堆積構造は不

明瞭となっている。

３ (A) 層：灰色オリーブ色を呈する砂混じり泥からなる。上部は著しく攪拌されているため、

初生の堆積構造は不明瞭となっているが、最下部には氾濫洪水堆積物の示相堆積構造である逆級

化成層（増田・伊勢屋 ,1985）をなす極細粒砂〜中粒砂の積層が確認される。これらの層相から、

本層は氾濫堆積物を母材とする耕作土と推定される。なお、本層より上位堆積物は上方粗粒化し

ていることから、形成期間を通じて、調査区近辺の基準面が上昇傾向にあったことが推定される。
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図 38　調査地点の模式断面図



４- １〜４- ３層：灰色〜暗灰色を呈する、著しく攪拌された小礫・細礫・砂混じり泥ないし砂

質泥ないしその偽礫からなる。各層の層理面には、不連続な葉理構造を残す細粒砂の薄層を挟在

する。

４- ４層：暗灰色を呈する、著しく攪拌された小礫・細礫混じりの偽礫からなる。偽礫は亜角状

をなし、その大きさは不揃いであり、上部に向けて細粒化する。石敷遺構を不整合に覆っている。

５層：上面に細礫・小礫からなる礫を含む、見かけ上塊状をなす黒色を呈する腐植質に富む砂

質泥からなる。礫敷１の構成層である。

６- １層：塊状をなす、黒色を呈する小・細礫・砂混じりの腐植質泥からなる。

６- ２層：土坑 275 を埋積する堆積物である。黒色を呈する腐植質砂質泥の偽礫、小礫・細礫

および遺構のベースをなす 8層の明灰色泥の偽礫からなり、間隙密度が高い。下位層との層理面

は明瞭であり、遺構掘削直後に埋め戻された堆積物と判断される。

８層：古墳時代前期および平安時代の遺構のベースをなす扇状地性堆積物である。分析地点の

側方では上下に凸な外形をなすトラフ型・プラナー型斜交葉理をなす砂礫の積層により形成され

たロウブの可能性がある微高地、分析地点では微高地側方の凹地に積層した泥質堆積物からなる。

８層の形成および離水時期については、本層上面において平安時代前期および古墳時代前期の遺

構が検出されていることから古墳時代前期以前と判断される。なお、調査区北西隅で弥生時代後

期の遺物を含む流路が形成されている。

溝 280 埋土：古墳時代前期から中期の溝埋土は大きく３層に区分される。便宜的に上位より、

埋土１層・埋土２層・埋土３層と呼ぶ。埋土１層は遺構が構築されているベースをなす堆積物に

由来する砂礫や泥からなる偽礫、細・小礫が混じる、著しく擾乱されている黒褐色有機質泥から

なる。埋土１層は土坑 275 構築時に埋土２層上部まで削平されている。埋土２層は逆級化成層を

なす細粒砂〜砂礫からなり、溝底面深度が深くなる北側で厚く堆積する。埋土１層に覆われる場

所では、埋土２層上部は著しく擾乱されており、初生の堆積構造が不明瞭となっている。本層は

調査区北側より流入した氾濫堆積物と推定される。埋土３層は腐植質に富む泥混じり砂からなり、

下部には溝掘削時のベース堆積物に由来する亜角状をなす偽礫が散在する。なお、本層は全体的

に流動変形しており、下部の偽礫も粘塑性変化している。埋土２層形成期には水位上昇傾向にあっ

たことから、その時期に変形している可能性がある。この変形構造については地震動による水底

下の堆積物の変形構造（Matsuda,2000）に類似する。

（３）試料

各分析試料の採取位置を図 38に示す。

（４）分析方法

１）軟Ｘ線写真撮影

４- ３層下部から８層までの不攪乱試料を厚さ１㎝まで板状に成形し、湿潤状態のまま、管電圧
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50kvp、電流３mA、照射時間 270 秒の条件において軟Ｘ線写真撮影を実施した。撮影は元興寺

文化財研究所の協力を得た。軟Ｘ線写真の記載は、堆積物について宮田ほか（1990）、土壌につ

いて佐藤（1990a・b）、森ほか（1992）、成岡（1993）などを参考とした。

２）土壌薄片

４- ４層〜６- １層までの不攪乱試料を、80℃で１日間乾燥した後、樹脂（ペトロポキシおよび

シアノボンド）で固化を行い、片面の研磨を実施した。固化および研磨済み試料は、スーパーセ

メダインにより研磨面をスライドガラスに接着する。その後、反対側の面について厚さ 70μm

程度まで研磨を行い、カナダバルサムによりカバーグラスを接着した。土壌薄片の記載は、久馬・

八木久訳監修（1998）の「土壌薄片記載ハンドブック」を参考とした。

３）花粉分析

試料約 10g を秤り取り、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛，比重 2.3）よる

有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物粒の溶解、アセトリシス（無水酢酸９，濃硫酸１の混合

液）処理によるセルロースの分解、の順に物理・化学的処理を施す。処理後の残渣から一部をとり、

グリセリンで封入してプレパラートを作成し、同定を行う。結果は同定・計数結果の一覧表、お

よび花粉化石群集の分布図として表示する。木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は

総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で産出率を算出し図示する。

４）植物珪酸体分析

各試料について乾燥重量を秤量した後、過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリ

タングステン酸ナトリウム，比重 2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集す

る。これをカバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラー

トを作製する。400 倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）

の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来し

た植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤（2004）の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と堆積物１gあたりの含量（同定した数を堆積物１gあた

りの個数に換算）の一覧表、および含量密度の層位分布図として示す。この際、100 個 /g 以下は

「<100」で表示する。各分類群の含量は 10の位で丸める（100 単位にする）。

５）種実分析

試料 300 ㏄（509.18g）を水に浸し、粒径 0.5 ㎜の篩を通して水洗する。篩内の試料を粒径別

にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、ピンセットを用いて同定可能な種実を抽出する。

抽出された種実を双眼実体顕微鏡下で観察する。現生標本および石川（1994）、中山ほか（2000）

等との対照から、種類と部位を同定し、個数を数えて表示する。炭化材と土器は 70℃ 48 時間乾

燥後の重量と最大径を併記する。分析後は、種実等（炭化材、土器以外）を分類群毎に容器に入れ、

70％エタノール溶液で液浸し保管する。
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（５）結果

１）軟Ｘ線写真

試料および軟Ｘ線写真と拡大写真を図 39に示す。Ｘ線写真は、明るい部分がより高い密度の物

質（ここではおもにシルトと砂・礫，酸化鉄や炭酸鉄）からなり，暗い部分が低密度の物質（水

分の多い粘土，細粒のシルト，植物性の炭片，植物遺体，孔隙など）からなる。以下に調査地点

の堆積構造の特徴について記載する。

４- ３層：密度は低く全体的に暗く、相対的に密度の低い堆積物と判断される。３㎝以下の亜角

状をなす、密度の異なる偽礫、および細礫・砂が不規則に配置する。著しく攪拌されている。下

位層との層界は明瞭であり、最下部に砂粒が層状に部分的に積層しているが、攪拌により不明瞭

となっている。上位方向から連続する垂直方向に伸びる数㎜以下の植物根痕が密に認められる。

４- ４層：本層は上部で明るく、下部で暗く、堆積物の密度が層位的に異なっている。上部を４

- ４a、下部を４- ４bとする。４- ４a 層は密度は均質であり、細礫混じり砂質泥からなる。下位

の４- ４bが著しく攪拌された堆積物と判断され、当該期の表土をなしていた堆積物の可能性があ

る。４- ４b層は３㎝以下の亜角状〜亜球状をなす、密度の異なる偽礫、および細礫・砂が不規則

に配置する。４-４a〜４- ４b上位方向から連続する垂直方向に伸びる数㎜以下の植物根痕が密に

認められる。下位の礫敷構成である５層との層界は明瞭である。これらのことから、４- ４層は人

為的な客土の可能性が高いと考えられる。

５層：今回の試料中で最も密度の高い層準であり、上部に石が取り込まれている。水平方向に

不明瞭な葉理状の構造が確認される。また、本層でも上位方向から連続する植物根痕が確認され

るが、密度は相対的に低い。

６- １層：下部から上部にかけて密度が高くなる。下部では間隙に画された３㎝以下の偽礫ない

しブロック土が確認される。また、小・細礫・砂が混じる。上部では密度が均質になる。植物根

痕の密度は上位の５層に比較して高く、本層準形成期に生育していた植物由来のものも多く含ま

れていると判断される。これらのことから、本層は下位の６- ２層形成期後に地表をなしていた堆

積物（土壌）と推定される。

６- ２層：砂質泥の偽礫、小礫・細礫および遺構のベースをなす８層の明灰色泥からなる、異な

る大きさの偽礫が不規則に配置する。本層が土坑 275 覆土であることを踏まえると、遺構掘削直

後に埋め戻された堆積物と判断される。下位層との層理面は明瞭であり、写真左側では遺構掘削

時のものと判断される８層の偽礫が認められる。

８層：比較的な均質な堆積物からなる。

２）土壌薄片

土壌薄片写真を図 40に示す。４- ４層ではチャンネル孔隙が発達する。５層では水平方向に伸

びる面状孔隙の積層が顕著である。３では孔隙の発達が認められず、壁状構造をなす。６- １層上

部で認められる孔隙は、チャンネル孔隙である。６-１層下部は６-１層最上部と同様の構造をなす。
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図 39　軟Ｘ線写真
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図 40　土壌薄片写真



６- １層下部では孔隙において不純粘土質ないしシルト質ペドフィチャーが被覆や充填物もしくは

挟在物として認められる。４- ４層〜６- １層の細粒質物質は、分解した有機物に由来すると思わ

れる褐色を呈す。層内には炭化物片が多く含まれる。その他の植物組織残渣は認められない。細

粒質物質には、微細な黒班粒子として観察される点状物を非常に多く含む。この点状物には、微

粒炭に由来するものを多く含むと推定される。細粒質物質の復屈折ファブリックは、４- ４層〜６

- １層上部で未分化 b- ファブリックないし点斑状をなす。６- １層下部では、一部で孔隙ないし粒

子に沿ったファブリックが観察される。

３）花粉分析

結果を表５、図 41に示す。下位層準ほど花粉化石の保存が悪い傾向にあり、特に古墳時代の溝

280 埋土２層（５地点試料 12）は花粉化石が少ない。一方、中世以降の試料（試料番号１〜６）

の保存状態は概ね良好である。以下、時代別に傾向を述べる。

古墳時代前期から中期

溝 280 埋土３層（５地点試料 13）は、花粉化石の保存状態が悪く、ほとんど検出されない。溝

埋土１層（試料 12）も花粉化石の保存状態は不良である。モミ属、ツガ属、マツ属、スギ属、コ

ナラ亜属、アカガシ亜属が産出するが、際だって多産する種類は認められない。草本花粉は木本

花粉に比べて低率であり、イネ科、ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科などがみられる。

平安時代前期

６- １層・６- ２層（１地点試料７・８、３地点試料９・10）と井戸 10 埋土（４地点試料 11）

が相当する。ツガ属、マツ属が多く、次いでモミ属、スギ属が多い。草本花粉は木本花粉に比べ

て低率で、イネ科やカヤツリグサ科、タンポポ亜科などが検出される。栽培種としては、イネ属、

ベニバナ属、ソバ属がみられる。井戸の組成はやや異なり、イネ科をはじめとする草本花粉の割

合がやや高い。また、コナラ属やアカガシ亜属の割合がやや高い。

室町時代

４- ４層（１地点試料６）は、木本の産状は上記した６- １層・６- ２層と類似する。草本花粉は

割合が増加し、イネ科が多産するようになる。イネ科には栽培植物のイネ属花粉が多数含まれる。

水生植物の参照も・アカウキクサ属なども産出する。

４- １層・３（A） ・１- ２B- ２層（１地点試料４、２地点試料１・３）では、木本花粉をみる

とマツ属が急増し優勢となる。モミ属、ツガ属、スギ属、アカガシ亜属等が検出されるが、低率

である。草本花粉はイネ科の割合が高く、栽培植物であるイネ属の花粉も含まれる。栽培植物は、

他にソバ属、キュウリ属、ベニバナ属が検出される。サンショウモ、アカウキクサ属といった水

生植物も検出される。

４）植物珪酸体分析

結果を表６、図 42に示す。時代毎の傾向を述べる。

古墳時代前期から中期

溝 280 埋土３層（５地点試料 13）は約５万個 /g の植物珪酸体が検出される。種類不明のもの
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表５　花粉分析結果
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図 41　花粉化石群集の層位分布
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表６　植物珪酸体分析結果

図 42　植物珪酸体含量の層位変化



を除けば、短細胞珪酸体、機動細胞珪酸体共にタケ亜科が優勢である。タケ亜科以外ではウシク

サ族がみられる。

平安時代前期

６- １層・６- ２層（１地点試料７・８、３地点試料 10）が相当する。植物珪酸体量や 10万個

／ｇを越える試料もあり、古墳時代の堆積物より含量が多い。種類不明のものを除けば、短細胞

珪酸体、機動細胞珪酸体共にタケ亜科が優勢である。タケ亜科以外ではヨシ属、ウシクサ族など

がみらえる。なお、６- １層からはイネ属が少量であるが検出される。

室町時代

４- ４層（１地点試料６）では植物珪酸体量が 10万個／ｇを越える。種類不明のものを除けば、

下位と同様にタケ亜科が優勢である。タケ亜科以外ではヨシ属、ウシクサ族、などがみられ、イ

ネ属の植物珪酸体も検出される。イネ属の含量は短細胞珪酸体が 3百個 /g、機動細胞珪酸体が

１千５百個 /gと少ない。

４- １層（１地点試料４）では、植物珪酸体量が 10万個／ｇを越える。種類不明のものを除けば、

下位と同様にタケ亜科が優勢であるが、本層準では栽培種のイネ属の含量が増加する。イネ属の

含量密度は、短細胞珪酸体が１万２千個 /g、機動細胞が５千６百個 /g と増加する。また、イネ

の頴い由来する珪酸体や、イネ属の珪酸体を含む組織片もみられる。

３ (A) 層（２地点試料３）では植物珪酸体含量が極端に少なくなり６千個 /g程度となる。イネ

属やタケ亜科などが検出されるが、いずれも少ない。

５）種実分析

結果を表７に示す。被子植物４分類群（常緑広葉樹林内の林床に生育する常緑低木 - 小高木の

ヒサカキ、カヤツリグサ科、湿生草本のタガラシ、エノキグサ）14個の種実の他に、炭化材（最

大径 9.5 ㎜）、不明炭化物、昆虫、摩耗した土器（最大径 13㎜）が検出された。以下に、各分類

群の形態的特徴等を記す。

＜木本＞

ヒサカキ（Eurya japonica Thunb.）　ツバキ科ヒサカキ属

種子の破片が検出された。黒褐色、径 1.3 ㎜程度のやや偏平な不規則多角状広倒卵体。基部の

臍に向かい薄くなる。種皮表面は臍を中心に楕円形や円形凹点による網目模様が指紋状に広がる。
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＜草本＞

カヤツリグサ科（Cyperaceae）

果実が検出された。淡褐色、長さ１㎜、幅 0.8 ㎜程度の偏平な倒卵体。頂部は尖り、基部は切形。

果皮表面には微細な網目模様がある。

タガラシ（Ranunculus sceleratus L.）　キンポウゲ科キンポウゲ属

果実の破片が検出された。長さ 0.9 ㎜、幅 0.5 ㎜、厚さ 0.3 ㎜程度のやや偏平な広楕円体。果皮

表面は粗面。中心部は淡黄褐色でやや凹み、縁は黄白色の海綿状で水に浮きやすい。

エノキグサ（Acalypha australis L.）　トウダイグサ科エノキグサ属

種子の破片が検出された。黒褐色、完形ならば長さ 1.5-1.8 ㎜、径１㎜程度の倒卵体で、基部は

やや尖り、Ｙ字状の稜がある。破片の大きさは、最大 1.3 ㎜程度。種皮は薄く硬く、表面には細

粒状凹点が密布する。

（６）考察

１）土坑 275 および礫敷１の形成・埋没過程について

４- ４層〜６- １層では、細粒質物質の特徴が共通している。その特徴から、これらは、すべて

人為的に擾乱された土壌を母材としていると判断される。各層では、孔隙の形態に明瞭な差異が

認められる。４- ４層のチャンネル孔隙は、上位で発達した草本の根痕に由来すると考えられる。

４- ４層は５層と明瞭な層界なして接している。４- ４層は塊状をなし葉理が認められないことか

ら、自然層でなく人為的攪乱土であることが確認される。最上部に礫敷１が検出された５層を完

全に覆うことから、４- ４層は客土と判断される。４- ４層上部では、イネ属珪酸体が産出し、イ

ネ属花粉化石が増加する。この分析結果と微細構造から、４- ４層は水田作土に相当し、薄片観察

した下部は水田の下層に相当すると考えられる。４- ４層の水田は、礫敷１を埋積する客土を伴う

整地によって形成されたことが推測される。

５層の水平方向の面状孔隙は、本層が礫敷１検出層準であることをふまえると、整地土の積層

によって形成されたと推定される。特に礫敷１の直下で孔隙が発達することから、本遺構につい

ては、整地土が形成された後に石敷がなされた可能性が示唆される。

孔隙が発達が相対的に低い６- １層上部では、直下の６- １層下部に不純粘土質ないしシルト質

ペドフィチャーの発達が認められる。これらは、耕作土の下層に形成されることがしばしば報告

されている。ただし、６- １層上部では耕作土の特徴を示す微細土壌構造が観察されない。薄片観

察を行った層準は、有機質に富み人為的に擾乱された堆積物で構成される。このような堆積物は、

耕作土と同様の性状を示し、下位に上記したようなペドフィチャーが観察されると思われる。微

細構造をふまえると、６- １層上部・下部は６- １層上部を地表面としてある一定期間、土壌化し

た時期が存在したものと推定される。６- １層下部のペドフィチャーは、その時期にＡ層をなして

いた６- １層上部に対応するＢ層に相当するものと解釈される。従って、６- １層は整地後に放置

され土壌化した層準と考えられる。今回の調査区は、当該層の時期である平安時代前期の建物が
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検出されておらず、上記の状況と整合的と捉えられる。ところで６- １層は、壁状をなし水田層の

微細構造に類似するとも解釈される。本層からは栽培植物のイネ属珪酸体が産出するが低密度で

あるため特定には至らない。また微細構造からは、畑として利用された可能性が小さいと推定さ

れる。これらのことをふまえると、６- １層については、土壌化によって土壌構造が均質化し、整

地当初の構造の大半が失われたたものと想定される。

なお軟Ｘ線写真によれば、非常に多くの孔隙が存在するしまりの悪い礫を多く含む堆積層をな

す土坑充填物である６- ２層と６- １層の間には、堆積の休止期を示すような間層の存在が認めら

れない。このことから、平安時代前期の土坑 275 充填物と６- １層は、一連の地業によって形成

された可能性がうかがえる。この後、当該期に本調査区では、一旦安定した地表が形成され土壌

化が進行する。その後、同じ平安時代前期には、さらにそれまでの地表面を整地して礫敷１が形

成されるような地業が存在したと考えられる。このように本調査区では、平安時代前期にそれ以

前までに生成していた土壌を母材とする整地作業がなされ、さらに礫敷１を伴うような地表面の

再構成がなされたものと推定される。その後、調査区では人為および自然双方の地表攪乱が認め

られず、地表面の埋積や削平がほとんど起こらなかったものと想定される。室町時代には、客土

をともない水田の造成がなされたと考えられた。

以上のことから、本調査区では、土地改変の画期として平安時代前期と室町時代の２時期が存

在する可能性が示唆された。この画期では、平安時代前期が居住域などの生活領域の形成にとも

なう削平、整地、室町時代が耕作地造成をともなう客土と、地業の過程が異なっていたことが、

詳細な土壌構造観察から読みとることができる。

２）古植生

平安京における古植生に関する報告は、平安京域では、各地で断片的であるかは植生史に関す

る情報が蓄積されてきている。平安京右京五条二坊九町・十六町では平安時代〜中世の花粉分析（パ

リノ・サーヴェイ株式会社 ,1991）、平安京右京三条一坊三・六・七町跡の平安時代の園池埋土の

植物化石分析（環境考古学研究会 ,2002）、平安京右京三条一坊二町跡の 12世紀の朱雀大路西側

溝埋土の花粉・種実化分析（環境考古学研究会 ,2004）、史跡二条離宮の９世紀〜 13世紀まで続

く庭園の池埋土の花粉分析（環境考古研究会 ,2001）、平安京左京二条二坊十町（高陽院）跡の

11 世紀の池埋土の花粉・植物珪酸体分析（古環境研究所 ,2001）、大覚寺大沢池の 12 世紀〜 14

世紀の池堆積物の花粉分析（未公表）、平安京右京六条一坊三町跡の 12世紀末溝埋土の花粉分析

（パリノ・サーヴェイ ,2006）がある。これらの分析成果をふまえながら、時代毎に古植生につい

て検討する。

古墳時代前期から中期

古墳時代の溝 280 埋土では、花粉化石の保存状態が悪い。花粉化石は好気的環境下における風

化に弱いことから（中村 ,1967）、分解した可能性が考えられる。溝 280 埋土１層では花粉化石が

検出されるが、後述する平安時代前期の組成と類似する（特に井戸の組成）。古墳時代も、平安時

代と同様な環境であった可能性もあるが、試料採取位置が平安時代前期の堆積物の直下であるこ
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とから、後代の花粉化石が落ち込んだとも考えられる。植物珪酸体では、タケ亜科が多い。ただし、

タケ亜科の植物珪酸体は他のイネ科と比較して風化に強く、また生産量が多いことが指摘されて

おり（近藤，1982：杉山・藤原，1986）、他の種類よりも残留しやすい。このため、分析結果か

ら単純に解釈すると遺跡周辺でタケ亜科が優勢であったように見えるが、周辺にはそれほど多く

なかったとみられる。

平安時代前期

平安時代前期の分析結果をみると、木本花粉ではマツ属、モミ属、ツガ属、スギ属等針葉樹花

粉が多く、シダ類胞子も多産する。一方草本花粉は、イネ科などが検出されるものの低率である。

シダ類胞子や針葉樹花粉は、他の花粉に比べて風化に強いことから（徳永・山内 1971）、保存状

態が悪い場合にはこれらが相対的に増加する可能性はあるが、その影響を差し引いても今回は針

葉樹が優勢な組成であることは間違いない。モミやツガからなる森林は、春〜秋の気温からみる

と、カシ類など常緑樹（照葉樹）の生育条件に適するが、冬季の気温がカシ類の生育には不適（カ

シ類は冬の寒さに弱い）である場所に成立する。さらに、これらは谷頭や谷斜面など土地条件の

不安定な場所に生育することが多い。また、花粉化石で多いスギは湿潤な土壌を好む種類である。

モミやツガ、スギなどの針葉樹は、北側や東側の山地や山地に続く扇状地面に分布していたと思

われる。

マツ属は成長が早く痩地に育つ陽樹であることから、二次林を構成することが多い。このため

人為的な森林破壊によって増加することが知られており、これまでの平安京の調査においてもマ

ツ属花粉の増加が確認されている。一方、マツは有用性や樹形の美しさなどから植栽されること

もしばしばあり、平安京の庭園でも植栽されていたことが、文献等の調査により明らかにされて

いる（飛田 ,2002）。また、先に挙げた平安京関連の遺跡の花粉分析成果をみると、マツ属の増加

は 12世紀末以降に増加し、今回のように平安時代前期で多産する結果は確認されていない。これ

らのことを踏まえると、今回検出されたマツ属も、二次林や植栽に由来すると考えられる。草本

花粉は木本花粉に比べて低率で、イネ科やカヤツリグサ科、タンポポ亜科などが検出される。当

時の土地利用が宅地であったとされることから、土地開発により開けた場所に生育していたもの

とみられる。

この時期植物珪酸体量が下位に比べて急増するが、不明を含めほぼ全ての種類が一様に増加し

ており、各種類の相対的な量比に変化はない。このことから、植生の変化ではなく、堆積物中の

シルト粒径の割合が増加したなど堆積機構の変化による増加と考えられる。植物珪酸体組成の中

で、周辺植生を反映するものは、ヨシ属やウシクサ族（ススキ属含む）、イチゴツナギ亜科等がある。

タケ亜科も生育していたとは思われるが、前述の理由により実際の周辺植生の中では植物珪酸体

量が示すほど多くなかったと考えられる。

種実遺体は検出量は少ないが、林縁部に生育するヒサカキや、カヤツリグサ科、タガラシ、エ

ノキグサなどの人里植物に属する分類群が確認される。これらが周囲に生育していたと考えられ

るが、個々の生育環境をみると、花粉分析の成果と矛盾しない。
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検出された栽培植物の花粉は、イネ属、ベニバナ属、ソバ属であり、周辺での栽培に由来する

可能性がある。イネ属は植物珪酸体でも検出されるが、最大でも 1000 個 /g であり、水田耕土と

される堆積物に比べて少ない。当時の土地利用状況を考慮すれば、調査区での栽培の可能性は低

いとみられる。

井戸の組成はやや異なるが、大局的には類似することから堆積機構等の違いに由来する可能性

がある。イネ科をはじめとする草本花粉の割合がやや高く、コナラ属やアカガシ亜属の割合がや

や高い点は、既存の成果に近く、広域的な植生を反映している可能性もある。

これまでの平安時代の花粉分析結果をみると、木本花粉に比べ、草本花粉の割合がやや高く、

イネ科をはじめ、カヤツリグサ科、クワ科、アブラナ科、セリ科、ヨモギ属などを伴う場合が多い。

また、木本花粉はアカガシ亜属やコナラ亜属など広葉樹が主体である（たとえば、パリノ・サーヴェ

イ株式会社 ,1991 など）。しかし、向日市中海道遺跡では、奈良時代以降の堆積物においてツガ属

が多産する傾向がみられ、扇状地の発達に伴って、ツガが分布を拡大してきたことが示唆されて

いる（パリノ・サーヴェイ株式会社 ,2003）。また、平安京左京六条三坊五町跡ではヒノキ科類の

花粉が多産している（古環境研究所 ,2005）。さらに、平安京右京六条一坊三町跡の花粉分析結果（パ

リノ・サーヴェイ ,2006）では、12世紀末の堆積物から、針葉樹を主とした木本花粉組成が得ら

れている。このことから、平安京を取り巻く森林植生は、大局的には常緑樹が主であるが、土地

条件等（扇状地に立地？）によっては針葉樹が多産する場所もあると予想される。今後、これま

での成果を空間的、時代的に整理し、地形発達過程を照らし合わせながら議論していく必要があ

ると思われる。

中世以降

４- ４層の花粉化石群集を解釈する上で、先述した堆積層の形成過程を踏まえる必要がある。４

- ４層上部は水田として土地利用されていた可能性があり、４- ４層下部は客土を伴う整地によっ

て形成されたものであることから、元々の客土に取り込まれていた花粉化石と水田耕作時に取り

込まれた時代の異なる花粉化石が混合されていることになる。木本花粉組成が６- １層・６- ２層

の群集に類似するのものそのことが理由と考えられる。本層で特徴的に変化する種類が当時の植

生を反映している可能性が高く、イネ属を含むイネ科が増加していることは水田として土地利用

されるようになることと同調的変化といえる。したがって、本層形成期には開けた場所であった

ことが推定される。

４- １層より上位層準の花粉化石群集は、木本花粉ではマツ属が多産する。先に挙げた平安京に

関連した遺跡の花粉分析成果をみると、マツ属の増加は 12 世紀末以降に顕著になる。このころ

になると、周辺での植生破壊が顕著になり、マツの二次林が増加したと考えられる。また、イネ

科の多産は周辺の耕地化により開けた草地が広がったのが原因と考えられ、土地利用状況（中世

以降は耕作地として利用）からみても調和的である。栽培種は、イネ属に加え、カキ属、ソバ属、

ベニバナ属などが検出されることから、周辺での栽培が示唆される。特にイネ属は花粉化石で多

く検出され、沼沢域を好み水田雑草として普通にみられるサンショウモ、アカウキクサ属、イボ
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クサ属、オモダカ属を伴う。一方、植物珪酸体でもイネ属が多産し、耕作地における稲作の指標

となる５千個 /gを越える試料もみられる。このことから、水田として利用されていたと推測され

る。

京都大学北部構内遺跡で行われた近世の京都盆地の花粉分析結果によると、木本ではマツ属、

草本ではイネ科が多産し、他の種類は貧弱になるとされ（上中 ,2004）、今回の結果と調和的である。

植物珪酸体は 1-2b-2 層で検出量が極端に少なくなる。不明を含む全ての種類で激減していること

から、植物珪酸体が堆積しにくい状況下になったか、堆積後の土壌化の過程で分解された可能性

がある。植物珪酸体は、乾湿を繰り返すような場所や、アルカリ性の水域では分解されやいとい

われるが（江口 ,1994；1996）、今回の場合、堆積環境を踏まえると、双方の可能性が推定される。
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図 43　花粉化石
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図 44　植物珪酸体・種実遺体
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付論２　平安京右京三条三坊三町の発掘調査から見た最終

　　　　氷期以降の紙屋川（天神川）扇状地の地形発達史

河角龍典（立命館大学 ) ・小野映介（新潟大学）

（１）目的と方法

本報告では、トレンチ断面の観察結果と遺物の包含状況・堆積物中の有機物の放射性炭素年代

をもとに、調査区域の地形発達史を明らかにした。地層断面の観察においては、堆積物の粒度・

色調・構造とともに土壌化の程度に注目した。また、各層準に認められる炭化物・植物遺体につ

いては年代測定用の試料として採取した。今回は、そのうちの１点について加速器質量分析計

（AMS）による 14C 年代測定を実施した
　１)

。

（２）本調査区の地形

図45は、２mメッシュのデジタル地形モデル（DTM）から作成した１m間隔の等高線図である。

本調査区は、紙屋川（天神川）流域に発達した扇状地に立地する。扇状地には、昭和初期の付替

え以前の天井川化した天神川が認められ、調査区はその左岸の微高地に位置する。

京都盆地北部には、山地部から流入する小河川によって形成された扇状地群が認められるが、

その発達過程については十分に解明されていない。本調査区で得られた層相・層序と堆積年代は、

とりわけ、紙屋川扇状地の形成時期を明らかにする上での重要な資料となる。

（３）層序・層相および年代

図46は、トレンチ西壁の地層断面である。本調査区の地層断面は、層相と堆積年代を基準にす

ると２つのユニットに大別できる。平安京の遺構検出面より下位のユニット（＝ユニットⅠ）は

最終氷期の扇状地を構成する堆積物である。一方，平安京の遺構検出面より上位のユニット（＝

ユニットⅡ）は、室町時代以降の微高地と湿地を構成する堆積物である。

なお、各ユニットと本文中の層位との関係は次のとおりである。ユニットⅠ - １は黒色有機質

シルトより下層、ユニットⅠ - ２は６層および灰白色シルト、粗砂〜礫層、ユニットⅡ -1 は４層、

ユニットⅡ - ２は１〜３層。

１）ユニットⅠ（最終氷期〜弥生時代後期）

最終氷期に形成された天神川扇状地を構成する堆積物からなるユニットⅠは、２つのサブユニッ

トに細分できる。

ユニットⅠ - １は、調査区内で確認される最も下位のサブユニットである。最下層は砂礫か

ら構成され、その砂礫層の低地部を覆うように有機質シルトが堆積する。有機質シルトからは

24,090yrs BP（Beta- 261439）の 14C 年代値が得られた。

ユニットⅠ - ２は４層に細分される。最下部はシルト質粘土層からなり、その上層には層厚 0.7



ｍを測る砂礫層が堆積する。この砂礫層は、ユニットⅠ - １の段階に既に存在していた低地部を

埋積するものである。同砂礫層の上部には、ローブを形成する堆積物が確認できる部分もある
　２)

。

そのローブ間の低地は、シルトで埋積される。シルト層の表面には、部分的に黒色の土壌層が残

存している部分が認められ、同層には平安時代の遺物が包含される。

ユニットⅠ - １の有機質シルトの 14C 年代が 24,000yrsBP を示し、同層の直上にユニット

Ⅰ - ２の砂礫層が供給されている状況から、ユニットⅠ - ２の供給時期はユニットⅠ - １の年代

に近い値を示すと推測される。また、ユニットⅠ - ２内の砂礫層とその上位のシルト層との境界

にも地形の安定期に形成される土壌が確認されない。調査区の堆積状況をみるかぎり、これらは

24,000yrsBP に近い時代に形成されたものと想定できる。ただし、厳密に言えば、ユニットⅠの

形成期間の下限には 24,000yrsBP から弥生時代後期
　３)

という大きな時間幅が存在する。

２）ユニットⅡ（室町時代〜現代）

ユニットⅡは２つのサブユニットに区分できる。下位のユニットⅠ - １は、ユニットⅠによっ
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図 45　紙屋川（天神川）流域扇状地周辺



て形成された微低地を埋積する 14世紀頃（室町時代）の堆積物、ユニットⅡ‐２は紙屋川の左岸

に形成された微高地を構成する堆積物である。

ユニットⅡ - １は、暗灰色の砂質シルトから構成される。このユニットはさらに３層に細分で

きるが、すべて土壌化している。それらは、ユニットⅠによって形成されたローブ間の微低地を

埋積する湿地に堆積し、その後、耕作等による土壌化の影響を受けたものと考えられる。このユニッ

トからは、14世紀（室町時代）の土器が出土している。なお、調査区の北壁（東西断面）で確認

されるユニットⅡ - １の層厚は、西側のローブ間の微低地で層厚が厚く、東の微高地（ローブ上）

では層厚は薄い
　４)

。

ユニットⅡ - ２は、砂質シルト〜細砂からなる。７層に細分可能で、いずれも土壌化の程度は

低いものの耕作土が確認され、それらの一部は洪水堆積物によって覆われている。このユニット

は、天神川左岸に発達した微高地を構成する堆積物と推定される。遺物は採取されておらず、堆

積物の形成年代は上限が室町時代としか把握されていない。なお、同ユニットは調査区の北壁（東

西断面）において、西側で厚く東側で薄く堆積する
　５)

。

（４）最終以降の紙屋川（天神川）扇状地の地形発達史

本調査区では、最終氷期から完新世にかけて堆積した天神川扇状地の構成層が確認された。層相・

層序、堆積物の年代を踏まえ、更新世末以降の天神川扇状地の地形発達史について検討を加える。

最終氷期の 24,000yrsBP 頃に有機質シルトの堆積する静穏な環境が認められたが、その前後に

－ 65－

図 46　地質断面図（西壁）



砂礫の活発な供給が生じた。有機質シルトの上位の砂礫やシルトの供給時期は、今のところ特定

されていないが、各サブユニットには土壌の発達が認められないことから、24,000yrsBP に比較

的近い時代に堆積したことが示唆される。

ユニットⅠの最上部を構成する土壌化層の存在は、最終氷期の扇状地構成層の供給後、堆積物

の供給が無い静穏な環境が続いたことを示す。その要因としては、最終氷期末における河川の下

刻の進行と、それにともなう当地域の離水（扇状地性低位段丘面の形成）が考えられる。しかし、

調査区域では弥生時代後期に、流路（溝）が見られることから、弥生時代後期までには扇状地性

低位段丘面は再度、氾濫原へと変化していたと考えられる。

平安時代の遺構は、この扇状地性低位段丘面上に広がる。なお、調査区域は最終氷期に形成さ

れた扇状地の微高地（ローブ）に位置しているため、平安時代から鎌倉時代における堆積量は少

なく、顕著な地形変化は認められない。

また、室町時代以降には天神川沿いの微高地が形成された。14世紀頃から徐々に溢流堆積物の

供給が始まり、その後、微高地の形成が急速に進行した。ユニットⅡの上部では、洪水に伴い砂

層や砂礫層がみられるが、これらの堆積物は天神川の天井川化に伴う洪水の増加を示唆する。

ところで、調査区で確認された堆積物には歴史時代以外の完新世の地形発達史に関する情報が

含まれていない。京都盆地北部の扇状地の発達過程を明らかにするためには、空白となっている

完新世前半の地形変化に関わる情報を収集していく必要がある。

注釈・引用文献

１）	 測定は地球科学研究所に依頼した。

２）	 本文９ページ、北壁断面図を参照。

３）	 �調査区で検出された年代の判明している遺構の内、最も古いものは、弥生時代後期の溝 355 である。

４）	 本文９ページ、北壁断面図を参照。

５）	 本文９ページ、北壁断面図を参照。

－ 66－



図　　版





報　告　書　抄　録



京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2009-4

平安京右京三条三坊三町跡

　　発行日　　2009 年 10 月 30 日
　　編　集
　　　　　　　財団法人　京都市埋蔵文化財研究所
　　発　行
　　住　所　　京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町 265 番地の１

　　　　　　　〒 602-8435　℡ 075-415-0521

　　　　　　　http://www.kyoto-arc.or.jp/

　　印　刷　　三星商事印刷株式会社

　　住　所　　京都市中京区新町通竹屋町下る弁財天町 298 番地

　　　　　　　〒 604-0093　℡ 075-256-0961


